
５
月
25
日
、
仲
間
川
支
流
の
北
船

付
川
（
に
し
ふ
な
つ
き
が
わ
）
か
ら

西
表
亜
熱
帯
樹
木
展
示
林
に
至
る
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
設
置
し
た
木
道
周

辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
オ
ヒ
ル
ギ
の
生

立
木
１
８
９
本
、
稚
樹
65
本
が
確
認

さ
れ
、
昨
年
11
月
の
調
査
と
比
較
す

る
と
、
生
立
木
で
１
本
、
稚
樹
で
65

本
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

西
表
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
自
然
再

生
活
動
の
一
環
と
し
て
次
の
よ
う
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
取
り
組

み
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

①
森
の
巨
人
百
選
に
指
定
の
「
仲

間
川
の
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
」
及

び
「
浦
内
川
支
流
ウ
タ
ラ
川
の
オ
ヒ

ル
ギ
」
の
生
育
状
況

②
浦
内
川
及
び
仲
間
川
流

域
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
隆

替
状
況

③
船
浦
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
植
物

群
落
保
護
林
の
生

育
状
況

④
ヒ
ナ
イ
川
周

辺
国
有
林
へ
の
観

光
客
入
り
込
み
状

況

⑤
移
入
種
ギ
ン
ネ
ム
の
抑
制
と
海

岸
林
の
再
生
試
験

⑥
移
入
種
ソ
ウ
シ
ジ
ュ
の
繁
殖
動

向
⑦
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
の
海
岸
林
へ

の
影
響

⑧
仲
間
川
保
全
利
用
協
定
締
結
事

業
者
が
実
施
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
の
支
援

⑨
西
表
島
の
森
林
を
適
切
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ガ
イ
ド
講
習

会
の
開
催

ま
た
、
緊
急
性
お
よ
び
必
要
に
応

じ
て
単
年
度
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年
度
は
、
仲
間
川
流
域
に
生
育
し

て
い
る
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る

「
ウ
ブ
ン
ド
ル
の
ヤ
エ
ヤ
マ
ヤ
シ
群

落
」
の
現
況
調
査
、
「
西
表
島
の
名

木
集
」
を
作
成
す
る
た
め
の
巨
樹
巨

木
や
由
来
の
あ
る
木
な
ど
の
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
早
々
に
は
、
完
成
し
た

「
西
表
島
の
植
物
誌
」
を
森
林
環
境

教
育
の
教
材
と
し
て
竹
富
町
内
の
小
・

中
学
校
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
各
方

面
か
ら
多
く
の
問
い
あ
わ
せ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に

よ
り
得
ら
れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
は
、

整
理
し
「
報
告
書
」
あ
る
い
は
「
年

報
」
等
に
取
り
ま
と
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
西
表
森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）
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配布した「西表島の植物誌」を手に喜ぶ児童ら

上：「サキシマスオウノキ」を訪れる観光客

中：仲間川のモニタリング支援をする職員

下：ニッパヤシ植物群落保護林で調査する職員
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紫
尾
山
（
し
び
さ
ん
）
は
、
鹿
児

島
県
の
出
水
市
と
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町

に
跨
る
紫
尾
山
地
の
山
で
、
北
薩
地

方
（
旧
薩
摩
国
北
部
）
随
一
の
標
高

（
１
０
６
７
㍍
）
を
誇
る
山
で
す
。

地
形
は
中
腹
か
ら
山
頂
に
か
け
て

急
峻
で
、
北
薩
地
方
を
川
内
川
水
系

と
米
ノ
津
川
水
系
と
に
大
き
く
二
分

す
る
扇
形
の
雄
大
な
山
容
を
呈
し
、

山
頂
か
ら
は
県
内

一
円
は
お
ろ
か
、

好
天
の
日
に
は
天

草
の
島
々
や
、
遠

く
は
普
賢
岳
、
霧

島
連
山
、
さ
ら
に

は
屋
久
島
ま
で
を

も
一
望
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
の
山
と
し
て
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

山
頂
周
辺
の
森
林
は
、
上
層
木
に

ブ
ナ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
カ
シ
デ
、
シ

イ
類
、
モ
ミ
な
ど
の
大
径
木
が
、
下

層
木
に
ツ
バ
キ
、
カ

エ
デ
な
ど

が
自
生
す

る
針
広
混

交
林
の
天
然
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
で
も
、
紫
尾
山
の

植
生
を
代
表
す
る
ブ
ナ

林
は
、
薩
摩
半
島
に
お

け
る
南
限
と
さ
れ
、
標

高
千
㍍
以
上
に
自
生
し
、

冷
温
帯
の
ブ
ナ
が
暖
帯

林
の
カ
シ
、
シ
イ
な
ど

と
共
存
す
る
貴
重
な
生

態
系
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
林
野
庁

で
は
、
紫
尾
山
山
頂
一

帯
を
「
林
木
遺
伝
資
源

保
存
林
」
に
指
定
し
、

こ
う
し
た
希
少
樹
種
な

ど
の
遺
伝
資
源
の
保
存
を
図
る
こ
と

と
し
、
そ
の
適
切
な
保
全
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
で
有
名
な
「
白
神
山
地
」

の
指
定
は
ブ
ナ
の
原
生
林
が
手
つ
か

ず
で
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
が
入
山

は
難
し
く
、
そ
れ
に
対
し
て
紫
尾
山

は
登
山
案
内
の
と
お
り
車
で
簡
単
に

登
れ
て
、
こ
の
貴
重
な
ブ
ナ
や
豊
か

な
森
林
生
態
を
間
近
に
観
察
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

【
登
山
案
内
】

紫
尾
山
山
頂
ま
で

は
、
国
道
５

０
４
号
線
の

堀
切
峠
か
ら

車
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
さ
つ

ま
町
平
川
登

尾 

か
ら
の
登

山
道
（
片
道

１
時
間
30
分
）

が
あ
り
ま
す
。

【
近
く
の
見
所
】

上
宮
神
社
は
、
山
頂
付
近
の
林
内

に
あ
り
、
空
覚
上
人
に
よ
っ
て｢

上

宮
権
現｣

が
創
建
さ
れ
た
謂
わ
れ
が

あ
り
、
４
月
に
は
地
元
平
岩
集
落
の

人
々
に
よ
り
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

千
尋
之
滝

は
、
紫
尾
山

東
部
急
斜
面

の
中
腹
で
、

さ
つ
ま
町
平
川
登
尾
の
林
道
終
点
か

ら
登
山
道
を
歩
い
て
10
分
の
所
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
滝
は
、
落
差
が
約
70

㍍
も
あ
り
、
断
崖
絶
壁
か
ら
の
水
流

は
大
迫
力
で
す
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
五
ヶ

瀬
町
～
椎
葉
村
に
跨
る
白
岩
山
岩
峰

周
辺
お
よ
び
向
坂
山
登
山
道
沿
い

（
五
ヶ
瀬
町
）
の
国
有
林
内
に
お
い

て
、
当
署
職
員
の
ほ
か
、
霧
立
越
の

歴
史
と
自
然
を
考
え
る
会
、
大
国
見

会
、
五
ヶ
瀬
町
や
椎
葉
村
役
場
関
係

者
ら
約
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

の
下
、
希
少
植
物
を
シ
カ
の
食
害
か

ら
守
る
た
め
、
設
置
し
て
い
る
シ
カ

防
止
ネ
ッ
ト
の
補
強
や
網
の
補
修
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

霧
立
越
の
歴
史
と
自
然
を
守
る
会
の

呼
び
か
け
で
福
岡
や
熊
本
県
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
急
な
斜
面
の
中
、

足
元
に
注
意
し
な
が
ら
、
シ
カ
や
崩

石
な
ど
で
破
れ
た
網
の
補
修
作
業
に

一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
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北
薩
森
林
管
理
署

流
域
管
理
調
整
官

山
下

憲
明

さつま町側からの紫尾山山頂

南限とされるブナ林＝紫尾山

シカ防止ネット補修をする参加者＝宮崎北部

落差70ｍの千尋之滝



【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島

市
桜
島
に
お
い
て
桜
島
地
区
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
の
地
元
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
、
各
地
元

自
治
公
民
館
長
を
は
じ
め
鹿
児
島
市

関
係
者
な
ど
35
人
が
参
加
。
署
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
現
況
、
当

年
度
の
実
施
計
画
な
ど
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
施
工
地
を
視
察
。
公
民
館

長
か
ら
は
、
「
最
近
は
土
石
流
災
害

も
な
く
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
地
元
の
子
供

た
ち
に
も
見
せ
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、
先
人
た
ち
の
苦
労
が
地

元
の
方
々
へ
の
安
心
へ
繋
が
っ
て
い

る
の
だ
と
感
嘆
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
「
地
元
か
ら
の
見
学
さ
せ
た

い
と
の
要
望
」
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
熊
本

林
業
土
木
協
会
宮
崎
支
部
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
、
支
部

会
員
並
び
に
当
署
職
員
ら
30
人
が
参

加
し
、
管
内
の
林
道
４
路
線
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
同
協
会
か
ら
は
重

機
の
協
力
が
あ
り
、
普
段
は
整
備
が

困
難
な
横
断
溝
な
ど
を
中
心
に
作
業

を
実
施
。
各
路
線
と
も
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
梅
雨
時
期
を
迎
え
、
林
道
の
維

持
管
理
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

【
都
城
支
署
】
遅
霧
国
有
林
に
お

い
て
、
三
股
町
立
三
股
西
小
学
校
４

年
生
１
３
５
人
を
対
象
に
「
樹
木
調

べ
」
「
体
験
林
業
」
「
自
然
探
索
」

の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
森
林
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
「
樹
木
調
べ
」
で

は
、
広
葉
樹
の
樹
皮
や
葉
な
ど
の
特

徴
を
観
察
。
「
体
験
林
業
」
で
は
保

育
間
伐
と
丸
太
切
り
を
体
験
。
「
自

然
探
索
」
で
は
、
川
の
中
の
カ
ニ
を

採
る
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ

の
森
林
教
室
は
、
「
総
合
的
な
学
習
」

の
一
環
と
し
て
学
校
か
ら
の
要
請
で

行
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
７
年
目
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
に
積
極
的
に
協
力
を
行
い
、
森
林

の
役
割･

自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
知
識
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
当
日
の
様
子
は
マ
ス
コ
ミ

に
も
報
じ
ら
れ
、
森
林
・
林
業
の
重

要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
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今
、
霧
立
山
地
は
、
鹿
の
異
常

繁
殖
に
よ
る
食
害
が
急
速
に
進
み
、

林
床
を
覆
う
草
本
類
や
ス
ズ
タ
ケ

が
枯
渇
し
て
き
ま
し
た
。
食
害
が

進
ん
だ
地
域
で
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
等
の
枯
死
倒
木
が
増
え
て
い
ま

す
。
地
表
面
を
覆
っ

て
い
た
下
層
植
物

が
無
く
な
り
乾
燥

化
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。
裸
地
状

態
が
増
え
た
地
表

面
は
、
保
水
力
が

な
い
の
で
雨
が
降
る
と
一
気
に
雨

水
は
流
下
し
て
、
下
流
域
の
災
害

を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
好
天
が
少
し
続
く
と
河

川
の
流
量
が
著
し
く
減
少
し
、
雨

と
な
れ
ば
河
川
の
氾
濫
が
多
発
、

そ
の
後
の
濁
り
が
長
く
続
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
下
層
植
物
が
枯
渇
す
る

と
、
そ
れ
を
食
草
と
す
る
昆
虫
も

い
な
く
な
る
の
で
虫
媒
花
は
受
粉

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
す
。
ス
ズ
タ
ケ
が
消
え
た
林

地
で
は
笹
の
葉
で
営
巣
す
る
ウ
グ

イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な

り
ま
し
た
。

国
有
林
で
は
、
部
分
的
に
植
生

の
回
復
を
図
ろ
う
と
鹿
防
護
ネ
ッ

ト
を
設
置
さ
れ
、
そ
の
補
修
等
に

は
休
日
返
上
の
ボ
ラ
テ
ィ
ア
で
作

業
に
当
た
ら
れ
る
な
ど
を
拝
見
す

る
に
つ
け
あ
り
が
た
く
思
う
こ
の

頃
で
す
。

と
は
い
え
、
ネ
ッ
ト

に
は
カ
モ
シ
カ
や
小
動

物
も
か
か
っ
て
し
ま
い

難
題
山
積
み
で
す
。
こ

う
し
た
問
題
の
解
決
を

工
夫
し
な
が
ら
、
豊
か

な
植
物
相
の
地
に
は
更

に
強
固
な
鹿
防
護
策
を
設
置
し
て

遺
伝
子
の
シ
ー
ド
バ
ン
ク
エ
リ
ア

を
多
数
確
保
し
て
頂
き
た
い
。

鹿
は
下
層
植
物
が
無
く
な
っ
た

と
こ
ろ
で
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
脊
梁
山
地
の
生
態
系
回
復

に
こ
遺
伝
子
の
シ
ー
ド
バ
ン
ク
が

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

霧立越の歴史と

会長 秋本 治さん

体験林業の丸太きりへ挑戦＝都城支署

横断溝の整備をする参加者＝宮崎南部

事業施行地を視察する参加者＝鹿児島

自然を考える会



【
長
崎
森
林
管
理
署
】
災
害
が
発

生
し
や
す
い
梅
雨
期
を
前
に
、
島
原

市
に
お
い
て
防
災
対
策
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
情
報
の
共
有

と
防
災
意
識
の
高
揚
を
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
。
島
原
市
を
は
じ

め
国
土
交
通
省
、
島
原
振
興
局
、
警

察
署
、
消
防
署
な
ど
８
機
関
か
ら
60

人
が
参
加
。
防
災
本
部
長
の
横
田
市

長
が
「
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
で
十
分

に
現
地
の
確
認
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
過
去
に
大
洪
水
が
お

き
た
眉
山
、
普
賢
岳
噴
火
で
火
砕
流

が
発
生
し
た
水
無
川
お
し
が
谷
・
千

本
木
地
区
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

当
署
か
ら
は
眉
山
の
治
山
工
事
の
概

要
お
よ
び
上
流
域
の
渓
間
工
、
山
腹

工
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
近
鉄
・

別
府
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
共
催
し
「
鶴

見
岳
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
観
賞
登
山
会
」

を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
一
般
公
募

し
た
50
人
の
参
加
者
が
山
頂
広
場
に

集
合
。
当
署
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
17
人
が
参
加
。
４
班
に
分
か
れ
た

参
加
者
を
鶴
見
岳
山
頂
か
ら
鞍
ケ
戸

を
経
由
し
、
鶴
見
岳
西
登
山
口
ま
で

の
約
６
㌔
の
コ
ー
ス
を
植
物
観
察
を

し
な
が
ら
案
内
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

春
先
か
ら
の
天
候
不
順
の
た
め
か
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
開
花
が
遅
く
頂

上
付
近
で
は
３
部
咲
き
程
度
で
し
た
。

少
し
残
念
で
し
た
が
、
心
配
さ
れ
た

天
気
も
快
晴
と
な
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
る
な
ど
、
新
緑
の
鶴
見
岳
を

満
喫
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
分
森
林
管
理
署
】
由
布
市
の

星
岳
国
有
林
に
設
定
し
て
い
る
間
伐

展
示
林
を
大
分
県
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

の
林
業
作
業
士
育
成
研
修
生
27
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
当
展
示
林
は
、
当
署

と
大
分
県
中
部
流
域
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
、
間
伐
に
関
す
る

知
識
普
及
の
た
め
平
成
17
年
に
設
定

し
た
も
の
。
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
展

示
林
は
、
47
～
61
年
生
の
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
を
列
状
、
放
射
線
状
、

帯
状
、
定
性
、
鋸
谷
式
な
ど
８
つ
の

方
式
で
間
伐
木
を
選
木
し
て
い
ま
す
。

当
研
修
は
、
間
伐
技
術
の
習
得
を
目

的
に
平
成
17
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
回
の
研
修
生
か
ら
は
、
「
各

種
の
選
木
方
法
に
よ
る
間
伐
林
を
一

度
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
大
好
評
で
し
た
。
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い
よ
い
よ
初
夏
の
季
節
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
家
で
は
30
年

に
わ
た
っ
て
、
春
に
は
家
の
入
口
に

あ
る
古
巣
に
子
育
て
に
来
る
ツ
バ
メ

が
、
今
年
は
１
羽
だ
け
で
ど
う
し
て

も
相
棒
が
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。

周
囲
の
自
然
を
見
て
も
雀
、
ツ
バ
メ

な
ど
な
ど
小
鳥
の
姿
が
見
え
な
い
の

で
す
。
あ
れ
ほ
ど
多
か
っ
た
カ
ラ
ス

の
群
れ
さ
え
も
少

な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
ア
ゲ
ハ
蝶
と
か
モ
ン
シ
ロ

蝶
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
も
少
な
く

な
っ
て
来
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
、

環
境
異
変
の
影
響
と
し
か
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化

は
、
日
頃
か
ら
私
達
が
活
動
し
て
い

る
森
林
環
境
保
護
活
動
の
大
切
さ
や
、

森
林
・
川
・
海
な
ど
自
然
界
が
も
た

ら
す
恩
恵
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
時

期
に
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
足
元
を

見
つ
め
直
そ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、

近
く
を
流
れ
る
内
田
川
に
蛍
を
放
流

し
て
、
夕
方
に
な
る
と
蛍
が
飛
び
交

う
昔
懐
か
し
い
光
景
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
自
然
環
境
を
作
る
た
め
に
は
森

林
の
役
割
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、

多
く
の
人
達
の
協
力
と
自
然
に
対
す

る
認
識
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
モ

ニ
タ
ー
活
動
を

活
か
し
、
数
多

く
の
人
々
と
交

流
を
持
ち
な
が
ら
森
林
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
長
崎
県
大
村
市
在
住
）

現地視察を行う各機関の参加者＝長崎

ミヤマキリシマを満喫する参加者＝大分西部

展示林の概況説明を受ける研修生＝大分

田﨑 武夫さん



６
月
４
日
、
当
局
治
山
課
の
農
林

水
産
技
官

古
庄
誠
司
さ
ん
に
優
良

職
員
等
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
平
成
20
年
６
月
14
日
、
東

北
地
方
を
襲
っ
た
震
度
６
強
の
激
震

に
よ
り
、
大
規
模
な
地
滑
り
や
土
石

流
、
山
地
崩
壊
な
ど
が
発
生
。
古
庄

さ
ん
は
こ
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に

九
州
森
林
管
理
局
代
表
と
し
て
平
成

21
年
２
月
１
日
か
ら
同
11
月
30
日
の

10
カ
月
の
間
、
「
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
災
害
復
旧
支
援
チ
ー
ム
」
の
一

員
と
し
て
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

古
庄
さ
ん
は
、
宮
城
北
部
支
援
チ
ー

ム
に
配
属
さ
れ
、
国
有
林
野
事
業
に

お
け
る
森
林
土
木
事
業
の
技
術
・
知

識
を
十
分
に
発
揮
し
、
農
林
水
産
行

政
の
推
進
に
寄
与
し
た
こ
と
か
ら
農

林
水
産
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
た
も
の

で
す
。

古
庄
さ
ん
は
、
今
回
の
受
賞
を
契

機
に
こ
の
経
験
を
今
後
の
国
有
林
事

業
の
業
務
に
活
か
し
、
な
お
一
層
精

進
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。（

担
当
＝
総
務
課
）

【
都
城
支
署
】
高
山
植
物
の
盗
採

防
止
、
登
山
者
へ
の
マ
ナ
ー
の
啓
発

や
自
然
保
護
の
呼
び
か
け
を
行
う
グ

リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

（
森
林
保
護
員
）
の
任
命
と
出
発
式

を
え
び
の
市
の
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

迫
口
親
支
署
長
か
ら
任
命
書
が
交
付

さ
れ
る
と
４
人
の
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
早
速
巡

視
に
出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
霧

島
山
系
の
自
然
保
護
な
ど
に
森
林
保

護
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
出

発
式
の
模
様
は
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、

森
林
の
保
護
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
人
吉

市
大
畑
国
有
林
の
「
千
年
の
森
林
」

に
お
い
て
、
人
吉
・
球
磨
自
然
観
察

会
に
よ
る
「
千
年
の
森
林
周
辺
で
の

植
物
観
察
」
を
開
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
長
年
に
わ
た
り
国
有
林
野
事
業

推
進
に
貢
献
し
た
と
し
て
九
州
森
林

管
理
局
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

た
環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存

推
進
員
の
乙
益
正
隆
氏
を
講
師
に
迎

え
、
総
勢
約
50
人
が
参
加
。
参
加
者

は
、
多
種
多
様
な
樹
木
が
存
在
す
る

林
内
を
散
策
し
な
が
ら
講
師
の
説
明

に
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
熱
心
に
観
察

を
し
て
い
ま
し
た
。
同
会
は
、
楽
し

く
学
べ
る
会
と
し
て
大
好
評
で
、
今

後
と
も
さ
ら
に
会
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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森
林
春
秋
へ
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
脳
内
サ
プ
リ
」
、
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
Ｇ

Ｏ
」
、
「
再
々
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」
と
題

し
て
ス
ト
レ
ス
解

消
策
な
ど
を
お
話

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
現
場
第
一
線

に
お
け
る
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け

た
真
剣
な
取
り
組
み
の
心
意
気
を
紹

介
し
ま
す
。

当
署
管
内
は
、
「
く
じ
ゅ
う
連
山
」
、

「
由
布
・
鶴
見
岳
」
、
「
釈
迦
ヶ
岳
」

な
ど
、
風
光
明
媚
で
多
く
の
登
山
者

に
愛
さ
れ
る
名
山
が
多
数
あ
り
、
各

地
の
山
開
き
に
あ
わ
せ
て
本
格
的
な

登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
大
分
県
山
岳
遭
難
対
策
協

議
会
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
昨
シ
ー

ズ
ン
の
遭
難
者
は
デ
ー
タ
収
集
以
降

最
多
の
49
人
を
数
え
、
中
高
年
者
や

体
力
不
足
・
つ
ま
づ
き
に
よ
る
も
の

が
多
く
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

私
と
い
え
ば
、
12
年
振
り
の
現
場

業
務
で
既
に
50
歳
代
に
突
入
し
て
お

り
、
体
型
的
に
も
「
飲
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
御
旗
の
下
で
水
泳
部
で

鍛
え
た
逆
三
角
形
も
し
っ
か
り
「
正

三
角
形
」
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、

血
糖
値
も
高
位
を
堅
持
す
る
な
ど
何

と
も
ぶ
ざ
ま
な
有
様
で
す
。

こ
の
た
め
、
医
師

の
ご
指
導
の
下
で
現

状
を
認
識
し
つ
つ
、

メ
タ
ボ
脱
却
、
体
力

維
持
、
酸
欠
状
態
の

頭
に
活
を
入
れ
る
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

楽
し
く
良
い
仕
事
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
分
西
部
森
林
管
理
署
長

森

勇
二
）

優良職員表彰を受けた農林水産技官 古庄さん

森林保護員へ任命書交付＝都城支署

乙益さんの説明に聞き入る参加者＝熊本南部



【
大
分
森
林
管
理
署
】
由
布
市
立

石
国
有
林
の
分
収
造
林
「
平
和
と
環

境
の
森
」
に
お
い
て
、
契
約
者
の

「
食
と
み
ど
り
・
水
を
守
る
大
分
県

労
農
市
民
会
議
」
の
家
族
ら
77
人
が
、

保
育
間
伐
や
ベ
ン
チ
造
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
当
署
職
員

が
森
林
の
役
割
や
環
境
問
題
、
間
伐

の
目
的
や
方
法
に
つ
い
て
説
明
。
そ

の
後
、
大
人
は
８
班
に
分
か
れ
、
設

定
し
た
１
０
０
㎡
の
標
準
地
内
で
輪

尺
と
測
桿
を
用
い
て
材
積
を
算
出
し
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
試
算
。
そ

の
後
、
選
木
し
た
間
伐
木
を
鋸
で
伐

倒
し
、
ベ
ン
チ
造
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
一
方
、
子
供
た
ち
は
、

森
林
の
役
割
に
つ
い
て
の
紙
芝
居
に

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
た
り
、
自

分
の
名
前
を
記
入
し
た
樹
名
板
を
設

置
し
た
り
と
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
体

験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
大
変
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
た
の
し
い

体
験
林
業
と
な
り
ま
し
た
。

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
近
年
、

屋
久
島
で
は
ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
数
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
や

野
生
植
物
な
ど
へ
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
署
で
は
、
地
域
と

連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策
の
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
関
係

機
関
に
よ
る
「
シ
カ
対
策
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
、
伐
採
跡
地
で
の
シ
カ
誘
引
方
法

や
罠
の
設
置
個
所
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
敷
ネ
ッ
ト

や
枝
条
に
よ
る
シ
カ
防
除
手
法
、
植

生
の
回
復
状
況
の
検
証
も
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
関
係

機
関
と
連
携
し
た
シ
カ
対
策
の
体
制

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
跡
地

を
利
用
し
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

シ
カ
捕
獲
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る

災
害
の
多
発
期
と
な
る
。
九
州
の
国

有
林
で
は
こ
こ
数
年
、
激
甚
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
自
然
災
害
は
発
生
し
て

い
な
い
。
が
、
油
断
は
禁
物
。
特
に

こ
れ
か
ら
は
、
危
機
管
理
意
識
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
今
、
国
内

は
い
ろ
ん
な
こ
と
で
混
乱
の
真
っ
只

中
。
そ
の
ひ
と
つ
に
四
月
二
十
日
に

宮
崎
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
「
口

蹄
疫
」
。
そ
の
後
被
害
は
拡
大
し
、

宮
崎
県
は
も
と
よ
り
農
水
省
を
は
じ

め
国
を
挙
げ
た
対
策
を
行
う
も
、
五

月
十
八
日
、
宮
崎
県
は
非
常
事
態
宣

言
を
発
す
る
事
態
と
な
っ
た
▼
畜
産

農
家
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
あ
る
意
味
未
曾
有

の
大
災
害
。
被
害
農
家
の
心
中
、
察

す
る
に
余
り
あ
る
。
肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
極
限
状
態
で
あ
ろ
う
。
同

じ
第
一
次
産
業
に
関
わ
る
者
と
し
て

他
人
事
と
は
思
え
な
い
▼
被
害
が
大

き
い
地
域
に
近
い
森
林
管
理
署
で
は
、

職
員
が
交
代
で
早
朝
か
ら
の
防
疫
作

業
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
暑

さ
が
厳
し
く
な
る
中
、
防
護
衣
を
着

用
し
て
の
消
毒
作
業
に
は
頭
が
下
が

る
。
健
康
に
は
十
分
留
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
▼
「
口
蹄
疫
」
の
一
刻
も

早
い
終
息
を
、
心
か
ら
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
（
義
）

ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
は
北
海
道
と
沖
縄

を
除
く
日
本
全
域
に
分
布
し
て
い
る

落
葉
高
木
で
あ
る
が
、
熊
本
県
植
物

誌
で
「
稍
稀
」
、
大
分
県
植
物
誌
で

も
「
や
や
普
通
」
と
、
共
に
３
段
階

目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
ど
こ
で
も
普
通

に
観
察
で
き
る
樹
木
で
は
な
い
。
生

育
地
は
ヤ
ブ
で
は
な
く
、
切
り
開
か

れ
た
明
る
い
、
尾
根
状
の
箇
所
で
多

く
観
察
さ
れ
る
。

名
前
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

葉
裏
に
綿
毛
を
密
布
し
て
い
て
白
色

と
な
っ
て
い
る
。
葉
の
側
脈
は
端
正

な
平
行
脈
で
、
縁
は
欠
刻
状
の
鋸
歯

で
重
鋸
歯
と
な
っ
て
い
る
。
葉
の
付

き
方
は
、
長
枝
（
長
く
伸
び
た
枝
）

は
互
生
し
て
お
り
、
短
枝
は
通
常
３

枚
束
生
し
て
い
る
。
葉
の
付
き
方
で

互
生
と
束
生
が
同
時
に
観
察
で
き
る

も
面
白
い
。

綿
毛
を
何
故
密
布
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
真
夏
に
乾
燥
し
て
く
る
と
葉

の
表
を
中
に
し
て
丸
ま
っ
て
、
裏
面

を
光
に
さ
ら
し
て
い
る
。
白
色
の
毛

は
水
分
の
蒸
発
を
押
さ
え
る
と
共
に
、

白
い
毛
で
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
い

る
と
説
明
さ
れ
、
長
い
進
化
で
身
に

つ
け
た
植
物
の
知
恵
で
あ
る
。

樹
木
園
の
中
央
付
近
、
バ
ク
チ
ノ

キ
の
西
側
に
胸
高
直
径
４
㌢
、
高
さ

３
㍍
の
３
本
立
ち
が
あ
る
。
ぜ
ひ
観

察
下
さ
い
。

間伐調査を行う参加者＝大分

意見交換を行うメンバー＝屋久島


